
西ドイツにおける農業経営分析。診断方法  

一大撃と農業会議所の農業経営調査報告を中心として－  

西  村  博  行  

1 は し が き  

西ドイツは農業経営学と農業簿記学の発達において先駆的な役割りを果し，現在に至るまで  

におこなってきた理論的，実務的な貢献については今更言及するまでもない。農業改良普及事  

業においてもそれらの成果がとり入れられてきセいるが，1960年代の大型電子計算機の利用に  

ょって農業経営分析・診断事業の規模が拡充され，今日をと至っている。西ドイツ連邦では州に  

よって農業改良普及事業の設立形態と機能が異なっているが，ここでは首都ボシが位置してい  

る北ライン・ウエストファーレン州，ハノーバを中心とするニーダーザクセン州と，南部ドイ  

ツのミュンへンを中心とするバイエルン州を対象とした。農業改良普及事業を担当する各州の  

農業会議所とそれに協力する大学が採用している農業経営を分析・診断する方法は共通した方  

法に基づいており，報告の形式は類似している。   

本論文の目的は，簿記記帳結果の報告書でみられる農業経営活動の成果と財政状態の報告形  

式を検討し，きらに経営活動を分析・診断する様式・方法・手順などを整理して，分析・診断  

方法の特徴点を明らかにすることを意図している。   

わが国において，農業簿記様式と分析・診断の方法は歴史的な沿革と発展の系譜をもってお  

り，それらの変遷過程は，農業壁産の形態，経営規模，農家をとりまく社会・経済的な諸条件，  
1）  

制度的な諸条件，また農業者自体がもつ主体的な条件などによって規制されてきている。アメ  

リカ合衆国についてみても，農業簿記様式と経営成果をあらわす諸指標と分析方法において変  
2）  

遷の跡をたどることができる。本論文では主として西ドイツの現状に焦点をあて，全貌の概括  

的な紹介と検討を串こないたい。  

2 農業経営分析・診断事業のあらまし  

ここで対象とするのはハノーバに本拠をおく園芸経営の経営経済的指導事業であって，現在  
3）  

おこ、なわれているシステムは1975年7月に発足している。ここではニーダーザクセン州だけで  

なく，北ライン・ウエストフナーレンにおける園芸経営の資料も同じ方法で集められ，大型計  

算機で処理されている。ハノーバは西ドイツで最も早くこのような事業をおこなってきたとこ  
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ろだといわれている，1959年1月に最初の農業経営資料の集計と経営分析指標（Kennzahlen）  

4） が計算された。その結果は1959年5月に報告書の欝1巻として刊行されているム1976年9月現  
牢において利用できる報告書ほ1975年10月に刊行された報告書であって，1973－4年坂（報告  

書欝16巻）である。報告書の目的は，農業経営の当面する問題点を見出し，改善するための方  

途を探るために，農業経営の経済活動をとらえる各種の拒標を計算し，経営間の相互比較がで  

きるようにすることにある。   

西ドイツでは広く穀作・畜産などの経営についても同じような事業がおこなわれてきている  

が，大型計算機による処理は，この例のように幾つかの大学が協力・分担しておこなっている。  

例えば穀作については各州の資料はゲ心ティゾゲン大学でまとめて処理されるといったふうに，  

分担がおこなわれている。指導事業の中で，特別の作業サークルが経営経済的な資料を収集・  

処理して，報告書作成などの実務を担当している。指導事業協会は登録協会（eingetragener  

Verein）として形式的には大学から独立した，組織であり，年間の予算額についてその半分は連  

邦政府，・残り半分は連邦を構成する11の州政府が負担する。ハノーバにある協会の1976年度に  

おける予算額は D．M．200，000（D．M．1．≒￥120．）そのうちD．M．185，000は人件費で，  

残りが管理運営費である。常勤職員は5名。内訳けは管理職1名，研究員2名，キー・パンチ  

ャー，事務邑，技能員など各1名ずつから構成される。   

指導事業の作業サークルとしての一般的な任務は，（1）農家の経営経済的資料から分析の諸指  

標を計算し，経営活動の分析と診断をする，（2）分析と診断の結果を基礎として計画する，（3）拇  

導事業に関与する拇導昌（農業改良普及邑）を教育する，（4）経営情勢と投資動向について短期  

の見通しをする，といったところにある。   

まず第1の農業経営分析をおこなうための基礎となる経済的な諸資料は，直接的に農家から  

得先登料ではなく，農家が事業債動の経済的な把撞をするためとか，所得税申告あるいは財政  

状態を知る目的から会計士へ依嘱して会計計算された資料が指導事業協会へ集められ，ここで  

総括的に再整理・計算されて拇導事業に役立つように組替えられる。従って専業的な大規模経  

営の農家が多く，西ドイツあるいは州の農家を代表する農家経済資料とはいえない。これら資  

料は農家白らの簿記記帳に基づいているとは限らないし，会計士が指導事業協会からの要請を  

受入れた場合に資料が提供される（各農家からは資料の提供について承諾が得られる必要があ  

る。この点については支障はなく，協力は容易に得られるという）。   

現在この事業への参加農家数は年間約1，000戸である。資料は大学へ提供されてから，3～  

6カ月以内に処理されて緻括的報告書が作成される。ゝしかし年間の経済活動の成果ば，・税務署  

への所得申告などのための会計士による処理期間が必要であり，その資料が大学へ渡されるま  

でに1カ年を要し，改めて計算と報告書が作成されると，結局2カ年ぐらいおくれて農家は自  

分の経営成果を手にすること綾なる。会計事務所から指導協会へ会計資料が提痍される場合，  
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第1凄 ハノーバの園芸経営分析・診断事業の対象農家数  

育苗油木）i果 樹一撃即き空  部  門1観賞植感1野 菜l複合経営  

注）文献〔1〕の1971，，72，，73年度の”Kenn裏山1en“（それぞれ1974年2月，1974年10月，1975年   

10月刊行）から作成。  

ニーダーザクセン州では無償だが，ライン州とかヘッセン州などのようにデータ提供1戸分庭  

つきD．M．50を支払三ているところもある。（事業への参加農家の内訳酌ま欝1表のとおり）   

報告書を作成して農家へ渡す期間の長短は会計事務所の協力程度にもよる。事務所としでも  

仕事の性質上繁閑の差がひどく，能率的に処理して指導協会め方へ資料を渡すわげにはゆかな  

いという事情もある。1976年現在，ハノーバでは新しいシステムを考案申であり，記録が会計  

士へ提供されてから直ち把指導協会へもそのデータが提供されて，6カ月以内に仮り計算の結  

果が農家へ提供できるようエ夫きれている。   

集められた農家の経営経済的資料は大学にあーる大型高速度計算機によって処理される。計穿  

機により経営の形態，組織，規模，あるいは地帯別に，経営比較ができるような形式で拇標が  

計算され，集計結果は報告書としても刊行される。毎年の報告書はD．M．20を支払うことに  

よって得られる。   

各農家の経常分析・診断結果は自分の経営成果を過去数年の成果あるいはグループ別の平均  

値と比較できるような形式としてもそれぞれの農家毎に送られる。またそれぞれの拇標値が機  

械的に計算されているだげでなく，計算過程と指標についてもある程度の説明もタイプされる  

ようになっている。これらの注釈用の短文は約500ほど用意されていて，朝告書のタイプの際  

5） に適当な文章が引出されるように仕組まれている。大型高速度計算機は約10年前に導入され，  
それまでの卓上計算機処理から比べると飛躍的・効率的なデータ処理がおこなわれるようにな  

った。  

J  農業経営と投資についての短期の動向診断は，経営部門毎に大学から直接に，例えば花き栽  
培の，1，500戸の農家に質問表が送られ，6週間後にその集計結果が公表される く文献〔5〕，  

〔6〕）。質問表の回収率は約70％であるという。このほか特定の部門，例えば各種の切花タイプ  

の花き栽培農家群について，経営計画指針を報告書として作成・配布するようなこともおこな  

っている（文献〔7〕）。  

3 園芸経営の会計処理事業  

農業経常分析・診断事業で取扱われる農家の経済的記録は会計士から提供されていることか  
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8） ら，会計事務所での記録■計算・整理の方法について調査をしてみた。この事番所は園芸経常  
の経理と税務処理を委託された会社で，ここから，さきの指導協会へ農家の年間の経済計算結  

果が供給きれる。ニーダーザクセン州の園芸経営農家の80％ぐらいは所得税の申告をしており，  

その他の穀作・畜産経営では30％までくらいしか申告していないと推測されている。残りの  

農家は課税標準に従って所得税が課せられているといわれている。会計事務所へ経理を委託す  

る農熟ま，（1）現金収支簿（Kassenbuch）で粗所得と所得的支出の構成項目を記帳し，（2）現金  

取引き報告（Ka＄Senbericht）で粗所得と所得的支出を構成しない現金取引きを報告し，（3）非  

現金取引き（Unbarer Geldverkehr）として振替えならびに手形による取引きなどを記帳・報  

告する。以上は経常的な取引きについてであるが，このほか，（4）得意先宛取引（Kunden）と  

（5）納入業者との取引き（Lieferanten），特に税務用のためには，（6）土地一覧表 碍rundstticks－  

VerZeichnis）と，（7）栽培一覧表（Anbauverzeichnis）も記載して提出することが必要である。   

経常的な取引きは1カ月に1度請求書，領収書その他証拠証ひょうあるいはそれらの写しを  

そえて事務所へ持参するか送る。事務所では仕訳けをしてパンチをした上で計算し，マグネテ  

ィツタ・テープにそれらの記録を保存する。年度末の〆切りから報告書作成までにおよそ半年  

から1年半の期間を要しているのが実情のようである。集計して現金収支計算書を作成するだ  

けが最小限の契約で，損益計算書と貸借対照表を作成したり，所得税申告書の作成を依頼した場  

合には別に費用を支払わねばならない。会計の委託料金は粗収入D．M．100，000の場合，記録  

・収支計算費用D．M．1，200，扱益計算書と貸借対照表を作成する費用がD．M．700，所得税  

申告書作成費がD．M．200，合計D．M．2，100を支払っている例があった。ここの会計学番所  

での依頼主をみると，粗収入はD．M．300，000程度の水準が多く，依頼費用としてD．M．2，5  

00～3，000を支払っている例がよくみられた。この事番所でほ現在12人の職員（管理職から，  

2人の半日勤番の記帳の仕事を担当するパートタイム職員までを含む）がいる。会計を委託さ  

れた農家数は約120戸で，その70％はこの事務所で記帳もおこなって計算する。しかし30％の  

農家は自分で一応記帳して収支計算をした結果を持込んでくるという。  

4 農業経営の成果のとらえ方と分析・診断方法  

農家の経営活動に関する報告書（指導事業協会から農家へ渡される経済的資料）においてほ，  

91項目の事項について計算結果が示されている。それらを類別すると次のようになる。  

1．Betriebsfはchen（経営土地面積） 経営耕地面積，温室などの面積規模   

2．Arbeitskr象fte（労働力）  家族労働力と雇傭労働   

3．Kulturen（作目）  作物種類，部門構成   

4．Absatz（販売）  販売方法別取扱い比率   

5．Ertrag（収益）  粗収益部門別構成  
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6．Aufw・and（費用）  所得的失費（または経営費）部門別構成   

7．Kennzahlen zur Beurteilung des Unternehmenserfolges（事業語動の成果を評価す  

る指標）  

Gewinn（農家所得）  

Kapitalertrag（総資本純収益）  

Eigenkapitalertrag（自己資本純収益）  

Verzinsung des Kapitals（絵資本制回り）   

8．ErfolgsrechnungdもsBetriebes（経営活動の成果）  

Betriebsertrag（農業経営粗収益）  

Bereinigter Betriebsertrag（修正済み農業経営粗収益）  

Betriebseinkommen（総労働力経営農業純収益）  

Reinertrag（絶賛本経営純収益）   

9．Verm6gens－und Kapltalverhaltnisse（資産と資本の構成）  

建物，農具資産が総資産に占める価額の構成比など  

10．Kennzahlen zur Beurteilung desAufwandes（事業費用を評価する指標）  

総費用に占める主要費目の構成比  

11．Kennzahlen zur Beurteilung der Arbeitsproduktivitat（労働生産性の評価をする  

指標）  

労働力数（AK）当たりの換算値：  

Betriebsertrag／AK  

Arbeitsertrag／AK  

12．Kennzahlen zur Beurteilung der Flachenproduktivitat（土地生産性の評価をする  

指標）  

単位面積（EQM）当たりの換算値：  

Betriebsertrag／EQM  

Betriebseinkomnen／EQM  

Reinertrag／EQM   

しかしこれらの指標は”Kennzahlen“でみると（文献〔1〕，〔2〕，〔3〕，などでみる限りその  

数は83から100項目ある），以下のように集約してまとめることができる。  

1．Strukturmerkmale（構造をあらわす指標）  

Betriebsfはchen（経営面積） 

Verm6gen（資産）  

Kapital（資本）  
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Arbeitkrafte（労働力）   

2∴ⅠムⅤ由ion＄t凱短keit（投資の活動性）  

労働力数当たりの投資額など   

3．Ertrag（粗収益）   

4．Aufwand（費用）   

5．Errolg（成果）  

Unternehmenserfolg（農家の事業活動の成果）  

Betriebserfolg（農家の経営活動の成果）   

6．Produktivitat（生産性）  

Arbeitsproduktiviほt（労働生産性）  

Flachenproduktivitat（土地生産性）  

Kapitalproduktivit翫（資本生産性）   

7．Rentabiliはt（収益性）  

Rentabilit畠tskoe打izient（収益性係数）   

分析・診断掩標を計算する前提となる粗所得，所得的失費，さらに農業経営粗収益，農業経  

7） 営費の構成要素を明らかにすると欝1図と第2図のようになる。農家が1カ年間の事業活動に  
よって得た収益（農家粗所得〉 とそのために必要とした費用（農家所得的失費）には，通常の  

農業経営活動の結果とはみられないような，財産の転売・買とか財の価値増減の変化，その他  

の臨時的な収益と費用などが含まれている。農業（経営）粗収益㌧と農業経営費は本来的な農業  

経営活動に限定し，対象とする会計期閣内の収益と費用をそれぞれ集計して得られる。それら  

8〉 を構成する主要項目は次のとおりである。  

注）文献〔2〕14貫から作成。  

第1国 農家粗所得の構成  

注）文献〔2〕15頁から作成。  

第2園 農家所得的失費の構成  
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Unternehmensertrag（農家粗所得）   

A．Zweckertrag（目的収益）   

Hauptertrag（販売収益）   

Ertr噌a頓巨Mieten tl．Pachten（家賃・貸付け地代収益ラ   

B．Neutraler Eftrag（申立収益）  

経営外，期間外などの収益  

Unternehmensaufwand、（農家所得的失費）   

A．Zweckaufwand（目的費用）   

1．Spezialaufwand Eigenproduktion（捧来の生産のための専用ないし固有の費用）   

2．Alユfwand Wareneinsatz u．Dienstleistungen（物財搬入・付随する用役費用）   

3．AllgemeinerAufwand（一般費用）  

機具・施設などの維持費と減価償却費など  

4．Lohnaufwand（労働費用）  

5．Aufwand fBr Mieten urld Pachten（家賃・小作料などの費用）  

資
本
経
済
的
収
益
性
 
 

労
働
経
済
的
収
益
性
 
 

注1）⊂コ：粗所得およぴそこから各費用項目を順次差引いて得られる成果指凱   

2）文献〔2〕18貫から作成。  

第3図 事業（Unternehmen）の成果のとらえ万  
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6．Aufwand ftir Fremdkapital（借入資本費用）   

B．Neutraler Aufwand（中立費用）  

経営外，期間外などの費用   

農家の事業債動と本来の経営活動を区分して，それぞれについて経済的な成果を簡潔に示し  

たのが第3図と第4図である。どちらについても資本経済的収益性と労働経済的収益性と類別  

した形式でまとめられている。これは北ライン州農業会議所（ボン）の朝告書でみられる取扱い  

であるが，園芸部門を全般的に計算・整理するハノーバにおける”Kennzahlen“でとりあげられ  

ている成果指標群を整理して，それらの相互関係をみると算5図と欝6」図のようになっでいる。  

事業分析の場合には，所有する資本（広轟）と家族労働力陀帰属する所得としてGewinn（農家所  

得）を中心的な成果指標とみなすことができるく欝5図）。残りの加工計算される成果指標は所  

有する経営要素と，事業が運営される期間は固定されるか生産のために必要とされたとみなし  

うる経営要素にわけて，成果を資本経済的あるいは労働経済的な収益性の追求の形で整理する  
8）  

ことができる。これに対して農業経営分析の場合には，総資本と家族労働力を経営体と考えて  

得られるBetriebsroheinkommen（家族労働力経営農業純収益）が計算上では一応の基礎的な  

成果指標とみられるが，この指標以外の指標は，経営が運営される期間は固定されるか，生産  

資
本
経
済
的
収
益
性
 
 

労
働
経
済
的
収
益
性
 
 

注1）Eコ：粗収益およびそこから各費用項目を順次差引いて得られ早成果指凱   

2）文献〔2〕19貫から作成。  

第4国 縫常（Betrieb）の成果のとらえ方  
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注1）⊂コ：それぞれの収益（または費用）項目について集計された価額（または評価額）0   

2）⊥－－：成果指標が計算される順路。   

3）－－－ナ：計算される順路のうち，加算㊦または減算eされるペき調整値がくる過程を示す。   

4）⇒：資産価額から評価される利子見積りのように，乗除算がおこなわれて算出される手続  

きのある場合。   

5）⊂コ：加減算がおこなわれて算出された成果指標0成果指標のうち，他の高位の指棲を加工  

計算するために基礎となる指標にっいては［ニコであらわした。また加工計算された指標につ  

いては国で示した。   

6）資本には土地と，土地を除いたその他の資本が含まれている（広義の資本）。   

7）文献〔1〕に納められている成果分析指標を整理して作成した。  

第5図 農家の事業（Unternehmen）における事業分析指標問の相互関係  

のために必要とされたとみなしうる紬資本，総労働力を基礎として，資本経済的あるいは労働  

経済的な収益性の追求がなされているとみる七とができる。   

以上みてきたような分析指標の計測値は類別された農家グループ毎に比較される。類別は経  

営成果が高い，低い，平均というような，同一年度における比較と，同一経営の時系列的な比較だ  

けでなく，規模とか施設投資額などというような区分によることもある。分析して診断をすす  

め問題点を明確にするための比較は，窮極的な成果指標を目標として，その目標を実現する構成  

要因についても比較ができるように配慮されている。分析・診断についての基本的な設定とし  

ては，Ⅲ収益の分析，（2）費用の分析，（3）投下資本の分析，（4）作業・労働投入の分析，・（5）資金循  

環と支払い能力の分析などがある。園芸経営の比較分析方法を説明している文献〔4〕における  
10）  

費用分析・診断の方法と手順を欝7図に示す。収益性をもたらす成因を求めて，総費用，次い  

でその構成要素である労働費，売上げを増大するための費用，その他経営費にまでさかのぼり，  
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注1）雇傭労働費ほ農業経営費の一構成費目である。  

2）∑：総資本に対する利子見積り額（年率6％），家族労働費見境り額と雇傭労働費を合算する  
ことを示す。  

3）その他の記号については前図と同じ。  

4）農業経営粗収益から，販売用途に使われた種苗，飼料，資材，用役などの価額を控除して  

Bereinigter Betriebsertrag（修正済み農業経営粗収益）も計算されている。  

5）文献〔1〕に納められている成果分析指標を整理して作成した。  

第6図 農業経営（Betrieb）における経営分析指標問の相互関係   

更に「その他経営費」の内容を細区分して，それらを粗収益あるいは生産高（量）と対比した  

指標化された数値で，他の経営の数値と比較しながら，問題点を見出してゆこうとしている比  

較法で終始貫かれている。  

5 ま と め  

西ドイツの農科大学と農業指導事業で現在おこなわれている農業経営分析・診断事業の現況  

を紹介し，そこで採用されている大型高速度計算機の利用による経営の比較分析・診断の方法  

と手順，計画の基礎となっている各指標群を分殊・整理した。その結果は窮極的に欝5図と欝  
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Reinertrag総資本経営純収益  

Betriebskapital経営資本  

注）文献〔4〕48－9真にある図の一部を引用。  

第7国 費用の分析  

6図において要約されている。農家の事業としても経営としても，資本経済的収益性と労働経  

済的収益性は共に追求されているが，指導事業の基本形態としては農業経営分析で総資本，総  

労働力への帰属収益計算を基幹とする成果指標の積極的なとりあば方が日立っているようであ  

った。今後の研究課題摩しては指標問の関連性と分析方法の発展系譜を更に詳細に検討し，補  

完を期したいと考えている。  

付記）本稿を作成するにあたり，下記の方々から資料提供，説明，その他の御協力を得た。記して感謝の   

意をあらわしたい。  

1）TbchnischenUniversitatHannover（Institut furGartenbau6konomie）からはW・Busch名誉教   

授（博士），H．Storck教授（博士），ErnSt W・Schenk 教授（博士），H・M・Huss氏，KarlH・  

Schr6der氏。   

2）HannoverのStelユerberatungsgese11schaft・   

3）liandwirtschaftskammerRheinland（Bonn）のReinken教授（博士），Vickermann博士，Friedrich  
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Wunram氏。  

4）Tbchnischen UniversitatM凸nchen－Weihenstephan（InstitutfBr Gartenbau6konomie）からW．   

Rothenburger教授（博士）。  

注1）西村博行『農業会計』明文書房，1969年。  

西村博行「農業会計方法の展開過程に関する考察」『近代農学論集』養賢堂，1971年。   

2）西村博行，宮崎猛「アメリカ合衆国の農業簿記における様式と経営分析指標の検討」『農林業問題研  

究』12－2，1976年6月。   

3）正確には次のような呼称で表現されている。   

ArbeitskreisBetriebswirtschafuiche BeratungimGartenbaue．Ⅴ．以下においては，西ドイツでの表現  

に従い，農業改良普及事業のことを農業指導（助言）事業という。   

4）この事業と報告書の作成の主導者（園芸関係）であったW．Busch教授は協力者であるVahrenkamp  

博士と共に作成した，，Kennzahlen fBr den Betriebsvergleich“第1巻の序文で報告書作成に関する経  

緯を述べている。   

5）高速度計算機による処理方法とプログラムについての説明は下記の資料が詳しい。   

Schenk，E．W．；DerEinsatz elektronischer Datenverarbeitungssystemeals Hilfsmittelderbetriebs・  

wirtschaftlichen Beratungim Gartenbau，1967．   

6）WirtschaftsberatungGartenbauundGewerbe，Steuerberatungsgesellschaft m．b・H・（園芸と事業  

の経済指導，税務指導有限株式会社），Hannover．   

7）術語については，京都大学農学部農業簿記研究施設で編集している「自計式農家経済簿」の用語と用  

法に準拠するが，経営構造のとらえ方，計算手続き，原語の表現上の制約から，異なった使い方もして  

いる。また原語のはん訳も意訳しているところがある。今後の研究でより適切な表現を考えたい。   

釘 文献〔1〕E－15，E－18から作成。   

9）総資本，総労働力を事業あるいは経営の組織体とみなして，帰属収益を求めることは，経営要素を所  

有するか否かによって，同じ種類の要素から得られる用役の市場価格と実際の帰属価値が隔ちているこ  

とから生ずる収益（性）比較における歪みを避けることができる特徴をもたせることになる。ここでは  

総資本とか総労働カという個別的な生産単位体の成果比較をおこなうことになる。  

10）、文献〔4〕48－9頁を部分的に引用して例示した。  
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